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良好な校合を示す 22 名(19歳 3 ヵ月 -28歳 10 ヵ月，平均 22歳 11 ヵ月)を対照群，骨格性下顎前突を主訴とする 23
名(18歳 0 ヵ月 -38歳 1 ヵ月，平均 23歳 4 ヵ月)を患者群とした。 1) 校合状態の記録と分類:各被検者の下顎を筋
緊張を高めない様に側方へ誘導し上下顎臼歯の校合接触関係を観察し校合相初期に上顎臼歯に加わる力の方向を 1
歯ずつ推定した。その方向を舌頬方向と頬舌方向とに分類し前者を ULB 歯，後者を UBL 歯とした。上顎片側臼歯
部について， UBL 歯数，校合接触歯数(校合接触点数が 1 点以上ある臼歯の数)および交又校合歯数(中心校合位に
おいて交又校合を示した臼歯の数)を求めた。被検者各群の片側臼歯部について，すべてが ULB 歯から構成される場
合を ULB タイプの白歯部セグメントとしその阻鴫データの集合を ULB データセットとした。同様に， UBL タイ
プにおける租明データの集合を UBL データセット，両者が混在する Mx タイプにおける岨鴫データの集合をMx デー
タセットとした。 2) 顎・顔面頭蓋形態の記録:患者群について，顎・顔面頭蓋の形態的特徴を表す変量を求めた。 3)
昭明機能の評価:各被検者に硬軟2種 (HJ と SJ) のグミジエリーをそれぞれ 1 個ずつ，左右の臼歯部で片側阻輔させ，
阻唱開始後第 6 ストローク白からの 15 ストロークについて，下顎運動軌跡と両側側頭筋後部の表面筋電図を同時記録
した。 3 -1) 下顎運動軌跡を前頭面観で，開口路が関口路より内側にある場合をmoストローク，その逆を 10 ストロー
クとして， mo ストローク発現率を求め，各データセット聞を統計学的に比較した。 3 -2) 患者群について， mo スト
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ローク発現率と形態的特徴を表す変量との間の相関を求めた。 3 -3) 各被検者の mo， lo 各ストロークについて，下顎
運動と筋電図の解析を行い，各データセット間，各データセット内における岨鴫側と非岨輔側間およびHJ阻明と SJ阻
鴫聞を統計学的に比較した。 3-4) 各被検者に HJ と SJ をそれぞれ 1 個ずつ自由に岨輔させ，阻鴫開始から最終礁下
までに要した阻唱回数と時間を計測し，被検者各群聞を統計学的に比較した。
[結果]
1)対照群では，すべて ULB タイプのセグメントを有し，患者群では， ULB タイプと Mx タイプのセグメントのみ
が認められた。
したがって，以下の解析については，各岨噴データを，対照群 (Control group) では ULB データセット(以下，
CULB データセットと記す) ，患者群 (Test group) では ULB データセット(以下， Tu凶データセットと記す) と，
Mxデータセット(以下， TMX データセットと記す)のみについて，集計した。 2) 患者群被検者は，骨格性3級 (LANB
，平均= -3.9 0 標準偏差= 3.00 ) の上下顎関係を示し，負の水平被蓋 (OJ，平均= -4.4mm ，標準偏差= 3.4rnm) 
を呈していた。 3 -1) CULB データセットの moストローク発現率の中央値は HJ， 5J 阻鴫でそれぞれ 100.0 %, 90.9 % 
で， TULB データセットとの間に有意の差は認められなかったが， TMX データセットでは， CULB データセットより有意に低
い値を示した (P< 0.0001)0 3 -2) 患者群内で， mo ストロークの発現率と UBL 歯数との聞に有意の負の相関が認
められた (P< 0.0001)0 3 -3) CULB データセットの下顎運動については， HJ 岨慢では SJ阻輔と比べて，関口路の中
心校合位付近で下顎の側方変位量が大きかった。一方， TMX データセットでは， CULB データセットと比べて閉口路の中
心校合位付近における下顎の側方変位量と速度は有意に小さく (P く 0.01) ， HJ 阻鴫と SJ 阻明間に有意の差は認めら
れなかった。また CULB データセットの筋活動については，岨鴫側側頭筋後部が非阻鴫側のそれよりも先に筋放電を開始
し ， HJ阻暢では SJ哩明と比べて，阻鴫側側頭筋後部のピーク電位が高く，持続時聞が長かった (P< 0.0 1)。一方， TMX 
データセットでは，両側の側頭筋後部の開始時刻間に有意の差が認められず，対照、群と比べて阻鴫側側頭筋後部の開始
時刻が有意に遅く，持続時間が有意に短かく (P< 0.01) , HJ岨鴫と SJ阻暢聞に有意の差は認められなかった。 3-4) 
HJ 自由岨鴫時の最終職下までに要した阻明回数と時間は，患者群の方が対照群より有意に大であった。 (P< 0.05) 。
以上より，骨格性下顎前突者の上顎臼歯には，歯に加わる阻鴫力の水平成分が頬舌方向を示すと推定されるものが多
く，その方向性は硬い食物の阻鴫効率の低下と関連していることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
本研究は，臼歯部の校合接触関係および食物の硬さと岨瞬機能との関連性を成人骨格性下顎前突者について検討した
ものである。その結果，校合相初期に臼歯に加わる阻唱力の頬舌的な方向が，閉口時の下顎の側方運動および側頭筋後
部の筋活動に影響を及ぼしていること，また硬い食物の場合，阻暢機能が低下していることをはじめて明らかにした。本
研究で得られた知見は，成人骨格性下顎前突者の校合の改善の必要性を機能的観点、から示唆するものであり，博士(歯
学)の学位を得る資格があるものと認める。
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